
MicrosoftTeams
課題機能について(教員向け)

ー課題確認時の注意点ー



基本的な課題割り当ての流れ

①担当教員が学生に課題を割り当てる 教員

②課題を確認する(期限・手順等の確認)

③課題を作成をする(WordやExcel等) 学生

④課題を提出する

⑤返却された課題の確認 教員

①と⑤が教員側のTeamsの操作になります。

特に⑤について学生との間で認識の相違が生じやすい為、

注意が必要です。
2



学生から提出された課題の確認方法

課題を押下し、割り当て済み課題一覧
より閲覧したい課題を押下します。
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課題の提出状況(主に３種類)

「提出済み」→課題を正常に提出している状態
「閲覧しました」→課題の割り当てを確認した状態 ←注意が必要(詳細７頁目)

「提出されていません」→課題を提出していない状態

学生の提出状況に応じて、
状態が表示されます
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「提出済み」の場合(正常な手続き)

①提出済みを押下すると、学
生の課題を確認できる

②「履歴の表示」を押下する
と、状態が記録されている

①

②
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「提出されていません」の場合

①提出されていませんを押下
しても、作業が添付されて
いませんと表示される

②「履歴の表示」を押下する
と、状態が記録されていない

①

②
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(注意) 「閲覧しました」の場合

「閲覧しました」状態では、学生から課題を提出した、

提出していないといった認識の相違が起きやすい

詳しくは、次項スライドにて説明
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(通常時) 「閲覧しました」の場合

①「閲覧しました」を押下

②【作業が添付されていません】
と表示される

③履歴の確認ができる

①

②

③
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(特殊時)「閲覧しました」の場合

①「閲覧しました」を押下

②通常時と違い、学生の課題が
表示される
→次頁にて説明

③「履歴の表示」を押下すると、
状態が記録されている

①

②
③
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提出済みとなっていないが、学生の課題が表示されてしまう



学生が、「自分の作業」にデータのアップロードを行った時点で、
教員側の課題状況にて、データの確認ができていまいます。
→したがって、同じ「閲覧しました」状況下で、違いが生まれます。

作業の追加にアップロードをしていない学生 作業の追加にアップロードをしている学生
※提出ボタンは未押下

同じ「閲覧しました」状態の比較
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通常時と特殊時の比較(学生画面)
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作業の追加にアップロードをしていない学生 作業の追加にアップロードをしている学生
※提出ボタンは未押下

操作の違いによって、相違が発生する原因となる(10頁目)



「閲覧しました」状態での注意点
・通常時と特殊時では、学生の操作によって課題の状態に違いが

発生してしまう

(補足)学生は、「自分の作業」に課題をアップロードし、提出ボタンを押下することで、
通常の提出となります。(学生操作)

「自分の作業」に課題をアップロードし
た時点で、提出ボタンを押下していなく
ても、教員側では閲覧できる状態となり、
特殊時の「閲覧しました」状態になりま
す。
スライド：９頁目
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正しく提出を行った場合（学生画面）

①課題提出が完了すると、ショートアニメーション
が流れます。※アニメーションは毎回ランダム

②提出日時が赤枠内に表示されます。
※学生は課題提出を行った証拠になります。
→学生の操作により教員画面では、
【提出済み】に状態が記録されます

①

②


